
至孝農遺跡現地説明会資料
　し こ う の

【主催】：岡山県古代吉備文化財センター

【場所】：至孝農遺跡発掘調査現場（鏡野町至孝農）

【日時】：令和６年 10 月 23 日 ( 水 ) ～ 25 日 ( 金 )

第１図　調査位置図（1/25,000）
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至孝農遺跡関連年表（「奥津町史」より）
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＊鉄穴流し…山から崩した土砂を水路や池に流して砂鉄を採取する方法
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写真１　出土した鉄滓と炉壁 ( 一部 )

　岡山県古代吉備文化財センターでは、令和６年
７月から通常砂防事業（カナザコ川）に伴い、至
孝農遺跡の発掘調査をおこなっています。
　至孝農遺跡は苫田ダムから北に約 6.5kmの場所
に位置します。この遺跡は江戸時代後期に、たた
ら製鉄を操業していました。たたら製鉄とは日本
独自の製鉄法で、砂鉄と木炭を高温の炉の中に入
れ、４～５日ほどかけて鉄を抽出します。
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第２図　調査区全体図（1/800）
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写真２　№１石垣（南東から）

写真３　№4・5石垣（北から）

今回出土した遺物
（ほかにも様々な遺物が出土しています！）

＊炉壁…壊した製鉄炉の一部　　＊鉄滓…鉄をつくる時にでるカス

写真４　陶磁器 写真５　炉壁（上）　鉄滓（下）

＊高殿…製鉄炉がある建物
＊鉄池…できた鉄の塊を冷やす池

今回の成果
★石垣周辺には平坦面（造成面）が
　あり、鉄づくりに関係した施設が
　あったと考えられます。
★陶磁器や銅銭（寛永通宝）など、人々
　の生活の痕跡が見つかりました。
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